
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニュージーランド・オークランド 
研修先 オークランド大学（2/24出発予定、4週間） 
ニュージーランド・オークランド中心に位置するオークランド大学附属の語学学校で、集中的に英語能力
を向上させるために設計された約４週間のプログラムに参加します。 
研修内容 英語研修、現地学生や他国からの留学生との交流、現地学校や企業の訪問等 
宿泊先 ホームステイ 
費用（概算） 約 66万円（授業料・宿泊費：41万円、航空券・雑費：25万円（変動の可能性あり）） 

マレーシア・カンパー 
研修先 トゥンク アブドゥル ラーマン大学（3/2出発予定、2週間） 
マレーシアは多民族国家で、様々な人種が共存しています。公用語はマレー語ですが、ビジネスシーンでは
一般的に英語が使用されています。 
研修内容 英語研修、現地学生との交流、文化体験、周辺都市のツアー等 
宿泊先 大学専用の学生寮（2人 1部屋（男女別）） 
費用（概算） 約 27万円（授業料・宿泊費：11万円、航空券・雑費：16万円（変動の可能性あり）） 

台湾・桃園 
研修先 開南大学（3/2出発予定、2週間） 
富山大学経済学部とはダブルディグリープログラムを展開する大学です。英語研修では、現地学生の英語
の授業を一緒に受けることになるので、海外の大学の授業を体験できる貴重な機会です。 
研修内容 英語研修、現地学生との交流、文化体験、周辺地域のツアー等 
宿泊先 大学専用の学生寮 
費用（概算） 約 22万円（授業料・宿泊費：10万円、航空券・雑費：12万円（変動の可能性あり）） 

２02４年春季休業期間に実施！ 

のご案内 
 

海外で集中的に英語を勉強したい、海外での生活を通じて視野を拡げたい、外国の大学
の学生と交流してみたい。どんな理由でも OKです。ぜひご参加ください！ 

【出発日】 2024年２月下旬～３月初旬（予定） 
【研修日数】 10日間～26日間 
【募集人数】 ６0名（予定） 
※希望者多数の場合には、１年次４月に受験した TOEIC、個人で受験したその他の英語能力試験のスコ
ア、教養教育の英語科目の成績等を参考に参加者を決定します。 

【対象学生】 富山大学 学部 1年生（正規生のみ） 
【研修先】  ①ニュージーランド・オークランド大学 
 ②マレーシア・トゥンク アブドゥル ラーマン大学 
 ③台湾・開南大学 
※派遣先は、希望と成績によって決定します。往路は教員が引率します。 
 
【奨学金】 富山大学基金から 10万円 
 
 
【今後の募集スケジュール（予定）】 

 ※令和４年度の募集・準備スケジュールに基づいた予定です。変更の可能性があります。 

夏季休業期間終了 
までに 

新型コロナウイルスワクチン 3回接種を推奨 
パスポート取得を推奨 
（特に富山に住民票がなく、実家に帰らないと取得手続きができない人） 

9月 募集要項 配布開始 
10月 募集説明会 

10月中旬～11月中旬 応募受付 
11月末 派遣者決定 

12月上旬 パスポートの写し提出・航空券手配 
1月 第 1回 参加者説明会 
2月 第２回 参加者説明会 

2月下旬～3月初旬 出発 
※新型コロナウイルス感染症の流行状況やその他の事情により、予定は変更になる場合があります。 
 

【問 合 せ 先 】 国際機構 TEL：076-445-6972  MAIL：cier@adm.u-toyama.ac.jp 

 学務部国際課 TEL：076-445-6082 MAIL：ryugaku@adm.u-toyama.ac.jp 

 

 
 

 

【国際機構からのコメント】 
オークランド大学は、世界トップレベルの大学です。そんな大学で、じっくり 4週間、大いに学び、刺激を受けてください。 
ニュージーランドは、異文化が混じり合う国でありながら、英語はとても聞き取りやすのもおススメポイント。他国の人をとても
優しく受け入れてくれます。 

 

【2023年 3月短期海外英語研修に参加した学生からのコメント】 
・もっと積極的にいろんな人に話しかけていこう、英語の勉強ももっと真剣に取り組もうと感じた。 
・自分にとって不慣れな「マングリッシュ」と呼ばれるマレーシアの英語でコミュニケーションを取る中で、真剣に聞き、そして何
とか伝えようとする姿勢があれば、言語の壁は易々と乗り越えられることを実感することができました。 

 
【国際機構からのコメント】 
地理的な近さは大きなメリットです。しかし、世界各国から留学生を受け入れる大学なので、台湾だけ
でなく世界を感じることができるはずです。 
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